
●実際の取組～授業実践～ 
〇 居酒屋道徳の実現に向けて  

◇ 「違いは豊かさを生む」育成プログラムの実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ほめリストを活用した子どもの理解 

 

 

 

 

 

 

体験２ 

 話し合いがまとまらないな。 

学級活動 「お楽しみ会に向けて ２」 

事後アンケート 

居酒屋道徳を実現するためには，「違いは豊かさを生む」という考え方をもつことが必要だと考え，

その価値観の発見・納得を促すプラグラムに全校で取り組んだ。 

事前アンケート 

道徳教育推進教師の提案内容 
中学年～高学年になると，人と意見が違うことを恐れたり，まわりからどう見

られるかを気にしたりするあまり，思っていることが言いづらくなる様子が見受
けられる。互いに「異なる意見は貴重なもの」として受け止められるようになれ
ば，話し合いが活発になると考え，各学年で同様の学びを得られる教材でプログ
ラムを組んだ。 

体験１ 学級活動 「お楽しみ会に向けて １」 

学び合い 
道徳科（相互理解.寛容） 

「ダンをどうする？」 

 
話し合って理解し合うと，よりよい
意見が生まれ，みんな成長できる。 

 
お互いに意見を出し合ってみんな
のためによりよい解決をすること
が成長につながるな。 

＜アンケート結果（事前・事後の変容）＞ 

6 年生の実践例（相互理解，寛容） 

＜ほめリスト＞ 

道徳教育推進教師の関わり 

それぞれの児童に合った声掛けや，今までとは異なる

一面を見つけるなど，多面的に子どもの姿を見るために

低中高別の「ほめリスト」を作成した。 

「一人につき，２つ以上の項目からほめる」など目標

を設定し，教員が児童の良いところを見る習慣をつけて

いる。 

また，懇談で保護者に児童のよさを伝えるメモとして

も活用している。 

児
童
名

内
容
項
目

appreciation

...真価を認めて励ます

児童が自分の意見や本音を語り合うことができるようにするため，「自分にはいいところがある」

と個々が自分に自信をもつことができる「一人一人が認められている学級づくり」を目指した。 

また，教員が学級全員の良さや変化・成長を見取り記録することで，子どもの理解を深めたり授

業に生かしたりできると考えた。そこで「ほめリスト」導入した。内容項目を観点に挙げ，それぞ

れの児童が持つ真価を認め励ましている。 

どうして 


